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アジア低炭素発展への道

1974 年に東京大学大学院工学系研究科都市工学専門課程博

士課程修了（工学博士）し、同年、東北大学工学部助手に就く。

1977 年に東京大学助教授となり、1983 年から 1985 年ま

でアジア工科大学へ助教授として派遣。1989 年に東京大学

工学部都市工学科教授に就任した。2002 年から 2004 年の

間、東京大学工学系研究科長・工学部長を務める。2009 年

4 月より現職。この間、2005 年から 2006 年、2008 年か

ら 2010 年に日本学術会議副会長を、2006 年から 2008 年

に国際水協会 (IWA) 副会長を務めた。

独立行政法人 国立環境研究所　理事長

大垣　眞一郎
Shinichiro Ohgaki

独立行政法人 国立環境研究所　
社会環境システム研究センター　
統合評価モデリング研究室長

1997 年大阪大学大学院工学研究科博士後期課程修了。博士

（工学）。

1998 年国立環境研究所入所。2006 年社会環境システム研

究領域統合評価研究室長、2011 年より現職。2000 年より

東京工業大学連携准教授。

統合評価モデルである AIM（Asia-Pacific Integrated Model）

の開発に携わる。IPCC第２作業部会第５次評価報告書執筆者。

環境省中央環境審議会 2013 年以降の対策・施策に関する検

討小委員会 専門委員などもつとめる。

増井　利彦
Toshihiko Masui

1975 年京都大学大学院工学研究科修士課程（数理工学専攻）

修了。工学博士。

1977 年より国立公害研究所（現　国立環境研究所）に勤務。

1990 年より温暖化の研究に従事。温暖化対策を評価するア

ジア太平洋統合評価モデル（AIM）の開発に取り組む。2011

年 4 月より現職。2003 年より北陸先端科学技術大学院大学　

客員教授。

1994 年 日経地球環境技術大賞、2011 年 環境科学会学術

賞を受賞。

2010 年 科学技術政策研究所より、科学技術への顕著な貢献

2010 （ナイスステップな研究者）に選定される。

環境経済・政策学会会員。

IPCC 第４次評価報告書および第５次評価報告書の主執筆者

（第３ワーキンググループ：緩和策）

主な編著書：「Climate Policy Assessment」Springer, 2003

独立行政法人 国立環境研究所 
社会環境システム研究センター  
フェロー

甲斐沼　美紀子
Mikiko Kainuma

1978 年　東京大学工学部卒業。
1978 年　環境庁に入庁し、大気保全局、水質保全局、環境保健

部で環境汚染対策を担当。
1986 年　2 年間タイ政府環境庁に環境アドバイザーとして勤務。
1988 年　環境庁に復帰し官房国際課で開発途上国を担当。
1989 年　横浜市役所環境保全局出向等
1997 年　環境庁地球環境部調整官として COP3 及び地球温暖化

対策推進法の制定を担当。
1998 年　3 年間世界銀行に出向しアジア太平洋局環境社会開発

部門上級環境技術専門官として、主に中国への融資を担当。
2001 年　環境省に復帰し、環境管理局ダイオキシン対策室長。
2003 年　環境管理局大気環境課長。
2005 年　廃棄物・リサイクル対策部産業廃棄物課長。
2006 年　廃棄物対策課長。
2008 年　財務省へ出向し長崎税関長。
2010 年　環境省水環境担当審議官。
2012 年　環境省放射性物質汚染担当審議官。
2012 年 9 月より現職。
これまで、地球環境保全、大気・水環境、廃棄物対策などを中心
に幅広く国内外の環境行政のポストを歴任した経験を基に地球環
境保全に関する環境行政を推進している。

環境省　地球環境局長

関　荘一郎
Soichiro Seki


